
お礼状
宮津市由良の皆さま

謹啓

　このたびは、私たちの生活デザイン演習Ⅴ「宮津市由良地域の歴史的・自然的資源を活

かしたエコミュージアム提案」に対して格段のご協力、ご高配を賜り、誠にありがとうご

ざいました。

　４泊５日の短い時間でしたが、参加学生、教員ともども、由良地域の自然的、生活文化

的資源のすばらしさ、大切さに触れさせていただきました。また、われわれの質問、イン

タビューにも快く対応され、貴重な由良の「光」を拝見させていただき、地域の方々の熱

き想いにも触れさせていただきました。

　私たちは、由良地域のかけがえのない「光」「魅力」を、現代社会では消えかけている

大切なもの、残していきたいもの、これからも発信していきたいものとしてとらえ、それ

らの「光」「魅力」を由良の方々にも、また由良以外の地域・都市の方々にも理解しても

らい、楽しんでもらいたいと真に実感いたしました。また、今後も、由良の魅力をどのよ

うに磨き、あるいは創新し、発信し続けていけば良いのかを考えてまいりたいと思います。

　これからもお付き合いいただきたく、よろしくお願い申し上げますとともに、由良地域

のますますのご発展をお祈り申し上げます。
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